


















































































































































































































































































3 - 5 - 3．考察
（1）よく利用される情報源
最もよく利用する情報源を尋ねたところ、YouTube
が最多で65.5％、それ以外のインターネット（23.8％）
も合わせると89.3％に上った。
二番目によく利用する情報源もインターネットで、
78％である（YouTube31％、それ以外のインターネッ
ト47％）。
図書館の図書が最もよく利用する情報源であると
回答したのは9.5％、二番目の情報源としたのは11％
である。
書店で購入した図書を最もよく利用するのは５％、
二番目の情報源としたのも５％である。
情報源は最もよく利用するものだけであり、二番
目に利用するものは無いとの回答は５％である。
以上の結果から、多数刊行され大学図書館に所蔵
されている図書はほとんど活用されていない実態が
明らかになった。理由は、スマートホンの普及によ
るものと考えられる。いつでもどこでも簡単に情報
にアクセスできること、スマートホンの機能および
データ通信速度が向上し、ますます利用にストレス
がなくなり生活に浸透したことで、図書館に足を運
び図書を探すという時間と手間のかかる行動は選択
されにくくなったと考えられる。
（2）手あそび歌の演奏技術に関して
最も頻繁に利用されるYouTubeは、誰でも動画を
公開できるため、演奏技術面では未熟な物が少なく
ない。このことが視聴する学生にとってどの程度気
になるのかについて尋ねたところ、「いつも気にな
る」「ときどき気になる」は合わせて14.3％にとど
まった。一方、「あまり気にならない」「全く気にな
らない」は合わせて59.5％に上り、「どちらでもな
い」という無関心の層も26.2％いた。「気にならな
い」と合わせると85.7％に上る。視聴者にとって、
手あそび動画における最大の関心事は歌詞と動作で
あり、その実技が音楽的に正確で良い演奏であるか
否かは、さほどの関心事ではないことが読みとれた。
４．総合考察─ソーシャルメディアの発展と
手あそび歌の音楽教育的要素の関連
4 - 1．ソーシャルメディアが普及したことにより何
が起きたか
YouTube等の動画配信サイトは、誰でも情報を発
信できるため、出演者の歌唱の基礎的な技術レベル
は保障されていない。特に「音程のズレ」はほとん
どの動画において見られる。また、アニメの声優を
模倣したような発声で演じられたものも目立つ。こ
うした演奏について、アンケート調査結果では85.7％
の回答者が気にならないと回答しているのである。
本学の音楽表現の授業では、器楽と声楽を必修課題
とし、通算３期（１年間）、ピアノおよび声楽、さ
らにソルフェージュ、リズム打ち等の基礎訓練も実
践しているうえでの結果であることについて、考察
が必要であると感じる。
以上は保育者養成校の授業における結果である
が、保育士試験のみで資格を取得する社会人学習者
においては、こうした授業を受けていない分、同様
かそれ以上に音楽的な気づきが少ないことが予想さ
れる。
さらに、誰でも公開できるということは、間違い
があってもそのまま拡散されるということである。
多数の動画からどれを手本とするのか、利用者側の
リテラシーが問われる。今後はこうした情報の見分
け方や利用方法、また、情報源の選び方等のリテラ
シー教育も音楽教育において必要なのかもしれな
い。方法についても検討が必要である。
4 - 2．伝承あそびの性格が再び強まったのか
しかしながら、伝承の変遷に見てきたように、そ
もそも手あそびは、わらべうたのひとつとして遊び
継がれてきたものであった。子ども同士で、あるい
は大人から子どもへと日常の遊びを通して伝わる際
図11　最もよく利用するデバイスについて（％）
スマートホン，
98.8
タブレット，1.2
パソコン，
0
― 23 ―
植草学園短期大学紀要　第21号　17 ～ 24頁（2020）
に、音程・リズムの正確さや、発音・発声の技術等
は問われないし、指導者の指導を受けて反復練習を
することもない。しかし、共に体を動かして遊ぶう
ちに自然とリズムが生まれ、他者と呼吸を合わせよ
うとしたり、リズムに乗って遊んだりすることによ
り、リズム感や音程感覚も自然に身についたはずで
ある。これが伝承遊びの本来の姿であることを思い
出せば、ソーシャルメディアによる情報拡散は現代
的な伝承と捉えることもできるのだろうか。技術的
に不確かな実技も、人から人へ伝わる際には自然な
ことという捉え方をしてもよいのだろうか。しか
し、昔の伝承あそびとソーシャルメディアによる情
報拡散の最大の相違点は、伝える際に直接触れ合わ
ないことである。インタラクティブメディアが浸透
しつつある今日ではあるが、こと手あそび歌の動画
に関しては双方向性はなく一方的であり、視聴者は
受動的で、情報発信者と一緒に声を出して音程を自
然に合わせようとする感覚や、互いの呼吸を感じ
合ってリズムを合わせようとする感覚は決して得ら
れない。このことが最大の相違点であり、これが欠
如している限り伝承とはいえないという意見も考え
られる。
それならば、保育者養成音楽教育で手あそび歌を
扱う際の目標・ねらいを問い直す必要があるかもし
れない。幼稚園教育要領や保育所保育指針等におい
ても、演奏技術を訓練するような音楽指導方法は過
去のものになり、遊びや生活を通して音楽に親し
み、楽しむことがねらいとして示されている。保育
者は、手あそび歌の楽譜を読み、楽器でメロディを
確認したり歌唱練習をしたりすることは再び不要に
なるのであろうか。コダーイの芸術教育において
は、伝承あそびであるわらべうたを教材として、保
育者は正しい音程・リズム、適切なテンポ、心のこ
もった声で歌うことが求められる。日常のあそびに
おける保育者のなにげない歌唱ひとつひとつが、自
然に音楽的であることが乳幼児の音楽性の発達に
とって大切なのである。これと同様に、研究者は音
楽教育者として、手あそび歌においても、演じる保
育者の一人ひとりが自然に音楽的であってほしいと
考えている。手あそび歌はわらべうたから派生した
ことを考えると、コダーイの指導法を養成校の授業
で応用することは検討の余地があろう。
4 - 3．保育者養成音楽教育において手あそび歌をど
う扱うべきか
これらの考察から、今後の保育者養成音楽教育に
おいては、楽譜や楽器を使わずに学習者自身も幼児
と同様に遊びを通して音楽性や感性を養う学習方法
が新たに必要であると考える。従来の、楽譜と器
楽・声楽による訓練によって手あそび歌を学ぶ方法
は再検討の余地があるのではないか。その際には、
わらべうたを使ったコダーイの指導方法は効果的に
応用できるかもしれない。
また、ソーシャルメディアとスマートホンは学習
者にすっかり浸透したことが調査結果から明らかに
なった。この現状を養成校教育において積極的に受
け入れ、手軽さを否定するのではなく逆にフル活用
した授業および学習支援システムを構築し、時代お
よび学習者の行動に応じた実践を開発することが望
ましいのではないだろうか。
５．まとめと今後の課題
本研究では、手あそび歌がソーシャルメディアに
より情報拡散することの問題点を考察し、音楽教育
および保育者養成教育における課題について検討す
ることを目的として調査研究をした。学習者の情報
源はソーシャルメディアであり、利用端末はスマー
トホンが圧倒的多数であった。誰でも情報発信で
き、圧倒的な情報拡散力からその影響力も強いメ
ディアであるが、音楽教育的側面から見ると情報発
信者の演奏技術等には未熟さが目立ち、現状のまま
でよいものか、検討の余地がある。手あそびはそも
そも伝承遊びであることを考えれば、楽器を使った
歌唱練習等が適しているのかどうか、指導方法から
問い直す必要があるかもしれない。しかし、研究者
は音楽教育者として、保育者と子どもの日常生活に
おけるなにげない手あそびうたのひとつひとつが、
自然に音楽的であってほしいと考える。また、これ
だけ広く深く生活に浸透したソーシャルメディア
を、音楽の演奏技術が未熟であるという理由で視聴
を避けるよう学習者に求めることはもはや現実的で
はないと考える。保育者養成音楽教育においても、
こうしたメディアを有効活用していく積極的な態度
が望まれるのではないだろうか。高視聴率をいか
し、優良なコンテンツを教育機関として配信するこ
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とにより、学習の質向上が期待できる。保育者養成
校においても公式チャンネルを持つ学校が増えてい
る。こうしたチャンネルを活用して、より良い情報
を多数発信することで学習機会および環境を整備し
ていく積極的な態度は、保育者養成教育の質向上お
よび保育者の専門性の向上に資すると考えられる。
今後も実践を試みていきたい。
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